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広域的な調整力の調達・運用方法に関する
今後の検討の進め方について

２０１７年１１月２日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第２３回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料３



2調整力広域化の方向性について

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

 第２１回委員会では、２０２０年および２０２０＋Ｘ年における調整力の広域化に関して下記内容を報告し、了
承を得た。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


3制度検討作業部会における論点①

出所）第１１回制度検討作業部会 配布資料４
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）

 第１１回制度検討作業部会において、需給調整市場に関する下記論点（①～⑪）が示され、論点①～⑤につ
いては上記作業部会にて今後の方向性について整理がなされた。

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf


4制度検討作業部会における論点②

出所）第１１回制度検討作業部会 配布資料４（赤枠追記）
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）

 論点⑥～⑪については制度検討作業部会で更なる整理がなされていくことになるが、論点⑥「需給調整市場への商品設計」
及び論点⑨「広域的な調整力の調達・運用方法」については、現時点から検討していく必要あり、第７回調整力作業会におい
てそれぞれ議論を行ったところ。

 その中でも特に論点⑨に関し、第7回調整力作業会でも取り上げた「連系線制約に関する今後の検討方向性」について、現
時点における検討状況を今回ご報告する。

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf
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広域的な調達・運用に対する
技術的課題の抽出（項目⑧）

（参考）検討の進め方

細分化（区分、要件、スペック等）のイメージの仮置き（項目③④）

（１つに定まらなければ複数案でもよい）

必要に応じ、
立ち戻って
見直し

細分化の影響（電力品質への影響等）の
評価（項目⑥）

各調整力必要量の算出手法の検討及び試算（項目⑦）

“2020年度以降”に向けた検討

上記整理後

Step１

Step２

マージン確保の必要性、電力取引等に
与える影響の評価※（項目⑩）

技術的課題の解消方策、所要期間等（“2020年度”を中心に）（項目⑨）

※本来、必要量算出や評価方法の検討が必
要。当初は空容量の多い連系線（または空
容量の範囲）から開始するのも一案

電力取引等に与える影響の評価
（項目⑩）

細分化・市場化に対応するための
技術的課題の抽出（項目⑤）

“2020年度”に向けた詳細検討

※上記２つの検討については、どのような場で検討・議論を行うかは別途調整

※破線囲いの項目は、
2020年度に向けた検討
にフォーカスした場合に
対象外となる（可能性が
ある）項目

 第１７回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（２０１７年５月２６日）において、これまでの検討結

果を報告した。

 これまでの検討結果を踏まえ、細分化した調整力の商品設計について確認していく。

出所）第４回調整力の細分化及び広域調達の技術的
検討に関する作業会 資料３より抜粋（赤枠削除）

今回検討
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（余白）



7国内の地域間連系線の状況

 日本は南西から北東にわたる島国であることから串型系統であるという特徴があり、複数のエリアが複数
の連系線で密につながったメッシュ型系統の欧米とは状況が異なる。

 また、一部連系線では直流連系が採用されており、交流連系と異なり、需給誤差が周波数変動や潮流変
動として他のエリアと共有されない。

 一部連系線については、頻繁に混雑が発生している状況※があり、他の連系線についても時期によっては
稀に混雑が発生するものもある。なお、各エリアの電源構成の変化などにより今後の混雑状況が変化しう
る点に留意が必要。
※ ２０１７年１～６月：北海道本州間（逆方向）、東京中部間（逆方向）、中国九州間（逆方向）

 調整力を広域的に調達するためには連系線の容量を確保する必要があるが、特に混雑が頻繁に発生す
るような連系線においては電力卸取引への影響を考慮して確保する必要がある。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

62.2% 63.1% 59.6% 59.2% 86.0% 90.1% 78.5%

北海道本州間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

東北東京間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

39.6% 31.0% 48.8% 82.7% 91.1% 81.6% 85.2%

東京中部間連系線（ＦＣ）

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部関西間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部北陸間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9%

関西四国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9%

関西中国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中国四国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.5% 3.6% 2.4% 12.7% 50.5% 7.7% 23.9%

中国九州間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

北陸関西間連系線

※  表中の数値（パーセント）は、各連系線における市場分断の発生率（各月の取扱い商品数
（30分毎48コマ/日 × 日数）のうち、市場分断が発生した商品数の比率）を示す。

※  市場分断の発生には、連系線の作業が原因で発生しているものを含む。

・・・頻繁に混雑

【地域間連系線空容量】

・・・ほとんど混雑しない矢印なし

（参考）平成２９年 各地域間連系線の月別分断発生率と分断方向

出所）第２２回制度設計専門会合 資料４を基に広域機関にて作成
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/022_04_00.pdf ）

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/022_04_00.pdf


9調整力の広域調達における連系線活用の困難性と今後の進め方

 調整力の広域調達を行えば、必要な調整力を他エリアに期待しているため実運用において確実に発動でき
るよう連系線の容量確保を行う必要がある。

 日本は串型系統であるという特徴があり、複数のエリアと複数の連系線で密につながったメッシュ型系統の
欧米とは状況が異なる。

 また、一部連系線は頻繁に混雑が発生している状況であり、調整力の連系線確保は、卸電力取引に影響を
及ぼす。

 このことから、調整力の調達においては、予め卸電力取引への影響を考慮した調達を行う必要がある。諸外
国の事例を参考に検討を進めることも考えられるが、欧州においては国際連系線における調整力の容量確
保策が現在検討されているところであり、米国においてもＩＳＯ間での前例は確認できていない。また、送配
電事業者間の連系線の割当を検討するにあたっては、日本では連系線混雑が多く発生するという諸外国と
異なる状況も考慮することが重要であり、十分な検討が必要である。

 まずは、連系線の確保量に対する経済的な評価は、卸電力取引や調整力のエリア間値差等、今後データに
て確認していくこととしてはどうか。（調整力のエリア間値差については電力・ガス取引監視等委員会にて分
析を行う）

 調整力の調達段階における連系線割当量の考え方を検討するに当たっては、これらの実態を見ながら、例
えば、「実績比較により割当量を決める」、「事前シミュレーションにより割当量を決める」など実現可能な手
法は何か、から検討していくこととしてはどうか。

 また、ＧＣ後の運用容量やマージンの在り方についても、現状と同様の考え方でよいか検討が必要。

 なお、 ２０２０年については、三次調整力②が広域調達の対象であり、取引量の太宗を占めるスポット取引
後に調達することを検討しており、調整力の広域調達が卸電力取引に与える影響は限定的であるため、
２０２０＋X年に向けて検討していく。



10（参考）欧州国際連系線における予備力の広域調達と連系線利用ルール

出所）第１１回制度検討作業部会 資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_03_00.pdf）

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_03_00.pdf


11欧州における国際連系線を介した予備力の調達について（補足）①

 欧州にて検討されている国際連系線を介した予備力調達における連系線確保の選択肢を含む草案は欧
州委員会の承認前である。

 現時点での欧州での議論を参考資料として紹介するが、資料内にある選択肢の比較を抜粋した。

出所）（参考資料） CROSS-BORDER CAPACITY RESERVATIONを基に広域機関にて作成
（https://www.entsoe.eu/Documents/MC%20documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf）

同時最適化による割当
（EB 第４０条）

市場ベースによる割当
（EB 第４１条）

経済便益分析による割当
（EB 第４２条）

割当プロセス

エネルギーと調整力を同時に取引
し、実際の取引価格に基づいた一
定のアルゴリズムによって自動的
に調整力用の連系線容量を割り
当てる。（PJM主催の市場における

域内送電線調整と同様のプロセ
ス）

調整力取引単価か卸電力取引単
価のどちらかを事前に予測し、他
方の実際の取引価格と比較をして、
調整力用の連系線容量を割り当
てる。なお、当該時期の調整力必
要量等により、最終的に調整力に
利用されなかった連系線容量は、
エネルギー市場に解放される。

調整力取引価格・卸電力取引価
格・連系線割当価格を予測し、調
整力用の連系線容量を割り当てる。

調整力
取引価格

実際の取引価格 実際（予測）の取引価格 予測の取引価格

卸電力
取引価格

実際の取引価格 予測（実際）の取引価格 予測の取引価格

連系線
割当価格

実際の取引価格 予測の取引価格 予測の取引価格

調整力への
割当時期

卸電力取引と同じ計画断面で、か
つ卸電力取引と同時に割当

調整力市場のコマ毎に割当
いつ割当ててもよい

（調整力の複数コマにわたる長期
間ならばなお良し）

https://www.entsoe.eu/Documents/MC documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf


12欧州における国際連系線を介した予備力の調達について（補足） ②

同時最適化による割当
（EB 第４０条）

市場ベースによる割当
（EB 第４１条）

経済便益分析による割当
（EB 第４２条）

メリット

・実際の卸電力市場と調整力市場
の２市場の入札価格により決定す
るため、予測の余地が無く最も市
場指向性が高い。

・２市場の開場タイミングを分けるこ
とができる。

・調整力より卸電力取引価格の予
測の方が立ちやすい。

・２市場の価格のどちらも見通し価
格とするため、実際の市場取引結
果を待たずに割当量を算定できる。
（ただし、非効率な割当は解放を随
時検討）

デメリット

・２市場への入札を並行して行う必
要があるため、運営が複雑になる。
（２市場の入札価格と連系線容量
をみつつ、落札を決定する）

・予測が不正確だと、混雑処理など
に与える影響が大きくなる。

・マーケット動向を適宜算定に組込
むことが難しい

総評

・アルゴリズムが複雑なため、前日
市場より前の長期市場に適してい
る。

・予測の計算・容量割当のスケ
ジュールが成り立つ期近な範囲で、
一連の処理をすることが適当

・最も現実的な選択肢であり、他の
実現可能性が低いときの代替案と
なりえる。

（ただし、いずれかの選択肢が実施
された後は、他の選択肢を選ぶこと
ができない。）

 参考資料内のメリット・デメリット比較を抜粋した。

出所）（参考資料） CROSS-BORDER CAPACITY RESERVATIONを基に広域機関にて作成
（https://www.entsoe.eu/Documents/MC%20documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf）

https://www.entsoe.eu/Documents/MC documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf


13（参考）２０２０＋Ｘ年における広域調達・運用のイメージ①

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


14（参考）２０２０＋Ｘ年における広域調達・運用のイメージ②

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


15（参考）２０２０＋Ｘ年における広域調達・運用のイメージ③

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


16（参考）２０２０＋Ｘ年における広域調達・運用のイメージ④

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


17（参考）２０２０年における広域調達・運用のイメージ①

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


18（参考）２０２０年における広域調達の具体的イメージ②

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


19（参考）２０２０年における広域運用の具体的イメージ③

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


20（参考）２０２０年における広域調達の具体的イメージ（調整力調達機能が無い場合）

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


21（参考）２０２０年における広域運用の具体的イメージ（調整力調達機能が無い場合）

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html

